
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

９月から先月にかけて日本列島の上空では、日本の猛禽類の代表格である、「タカの渡り」が 

繰り広げられていました。 

タカやワシは四季を通じて日本に留まる留鳥と思いきや、生息する約30種のワシ・タカ類の

過半は、夏に日本で暮らし冬場に東南アジアに渡る夏鳥、夏鳥がいなくなった日本列島に更に

北方から飛来する冬鳥、旅の途中に列島に立ち寄る旅鳥に分類されています。そして、その行

き来はタカの渡りと呼ばれています。通常ではみられないタカの集団が勇壮に飛翔する光景が

まじかに見られることから、通過地点では、毎年観察会が開催されています。 

ちょうど、タカの年中行事である渡りが佳境を迎える時期に開催した秋季特別展も先月28日

に閉幕し、現在は常設展にもどす展示替えの作業を行っています。タカの渡りが終息し、常設

展を再開すると、いよいよ本格的な冬の到来です。 

それでは、10月以降の発掘調査の近況と、その間に開催したセンター事業を紹介いたします。 
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発 掘 調 査 だ よ り 
 

 ▲ 調査区3検出写真 SX-２ 

 ▲ 調査区3 SK-4土器出土写真

を測ります。周溝北東側はテラス状になり、コーナー付近で溝

幅が狭くなります。ここからは、弥生時代後期の受口状口縁甕

が出土しています。 

調査区3・4は後世の削平を受けた影響で、遺構が約25～

30㎝程度と浅くなっています。調査区3の中央部でSX-２を

検出しました。周溝は一辺約7.2ｍ、幅は北西から南東壁へ0.8

～2.3ｍと広がります。コーナーでは溝幅が狭くなり、浅くな

ります。北西コーナーには陸橋部を残し、調査区外に遺構が続

くと思われます。 

SX-2の南東で検出した楕円形の土坑４（SK-4）では弥生

時代中期末の受口状口縁甕が出土しました。甕は口縁部から

体部に櫛描直線文、刺突列点文、波状文が施文されています。 

調査区4のSX-３は一辺が約10.1ｍ、周溝幅は約1.6～

3.5m、深さ28㎝を測ります。部分的な検出のため、全容はわ

播磨田西遺跡 第４０次調査 

先号でも掲載しました播磨田西遺跡第４０次調査の調査成果と遺構・遺物についてお伝えしま

す。調査区 1・２では東西方向に流れる旧河道（SR-1）と、弥生時代中期末の溝 3 条(SD-２～

４)、北西方向に流れる古墳時代中期と弥生時代後期の溝を2 条（SD-5・６）検出しました。ほか

に、調査区 2～4 では方形周溝墓 3基（SＸ-1～３）を検出しています。 

調査区２南西端で検出したSX-1は、東西方向を主軸として一辺は14ｍ、周溝幅約1.2～4.2m



 

 
 
 
                                                                                                                                                                    

▲ 播磨田西遺跡 方形周溝墓位置図 

２ 

０        10㎝ 

 ▲ SD-６出土 

大型蛤刃石斧実測図 

▲ SX-3出土細頸壺（左）、受口状口縁甕（中）、台付き鉢（右）出土写真 下写真は 

上掲土器の接合・復元品 

昭和60年度調査 

▲ 播磨田西遺跡第40次調査平面図 

調査区２ 

調査区１ 

調査区４ 
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SX-３ 

SK-３ 

SD-７ 

SX-２ 

SK-４ 

SR-１ 
0          20ｍ 

SD-５ SD-６ 
かっていません。このSX-3の周溝東側からは弥生

時代中期末と考えられる受口状口縁甕、凹線文を

施す壺、体部に綾杉状の刺突列点文を施す台付き

鉢や直立気味の頸部にそろばん玉状の体部を持つ

細頸壺が出土しており、供献土器であると考えら

れます。 

SX-３の溝は北側へ広がり見せていますが、昭

和60年度実施の県営住宅建築に伴う調査でも、周

溝を共有する方形周溝墓を検出していることか

ら、調査区4の北側にもSX-3と溝を共有する周溝

墓が広がる可能性を窺わせます。 

播磨田西遺跡では、下図のように、共同住宅建築

に伴う第5次調査で1基、今回調査地南側の宅地造

成に伴う第25次調査で2基の方形周溝墓を検出

しています。 

今回新たに3基の周溝墓を確認することがで

き、近隣既往調査の成果などから、播磨田西遺跡

には弥生時代中期～後期にかけての墓域が更に

広がりをみせるものと考えられます。今後の調査

で周辺から、関連する遺構が検出されることを期

待します。               （堀田） 

第5次調査 

第40次調査
(今回調査地） 

第25次調査 



 
 
 

 

  

調査区３ 調査区３ 
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焰魔堂遺跡第 3４次調査 

前号では、焰魔堂遺跡第33次として報告しましたが、34次でしたので次数を修正して報告

します。本調査は10月7日で終了し、掘立柱建物跡、土坑、溝、落ち込み、河道、ピットなど

の遺構を検出しました。 

掘立柱建物跡は、2間以上×3間以上の規模で調査区外へと広がっています。主軸が東西にあ

る建物跡で、少量の土師器が出土しています。 

溝は全部で10条を確認しており、東西方向の溝２と溝９、南北方向の溝1、溝10、調査区を

横断する溝４、溝５、溝７、溝8となります。 

溝１は、調査区1を南北に直線的に流れ、深さ約20cmの溝です。方向や埋土の状況から、調

査区6で見つかった溝に続くことがわかりました。溝10は幅約４ｍで、約1.3mもある比較的深

い溝です。北側の調査区では確認されていないことから、屈折していると考えられます。    

調査区２ 

調査区５ 

調査区４ 

焰魔堂遺跡第3４次調査検出遺構平面図 

調査区６ 

溝６ 

溝３ 

溝４ 

溝８ 

土坑 

溝９ 

溝７ 

掘立柱建物 

溝 10 

掘立柱建物検出写真 

溝10土器出土写真 溝10検出写真 

０     10ｍ 溝１ 

調査区１ 

溝５ 

溝２ 調査区３ 
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下層堆積層の砂礫層や砂層のさらに最下層から須恵器の壺と甕が出土したことから古墳時代

後期の溝と考えられます。 

溝4は西壁から南壁に向かって大きく広がり、埋土より須恵器が出土していることから、古墳

時代後期と考えられます。この溝の上面で鍬先が出土したことは、乙貞236号でもお伝えしてい

ます。溝８は幅3.3m～5.5mｍ、深さ約65cmを測り、底近くでさらに1段下がって砂混じりと

なっていました。須恵器が出土しており、古墳時代後期と考えられます。溝7は堆積土層が調査

区２の落ち込みに近いことから、溝でないことも考えられます。 

溝9は、幅約２ｍで、深さ約45cmを測り、東から西に向かって深くなっています。遺物は須

恵器の坏や暗文が残る土師器の皿などが出土していて、奈良時代以降と思われます。先の掘立柱

建物跡と方位が同じであることから、建物跡と同じ時期かも知れません。 

調査区２で検出した落込みは、調査区内では約20mにわたって検出し、暗褐色粘土層で覆わ

れて約1.2mもの深さがあり、古墳時代後期の土器が少量出土しています。試掘時に宅地部分で

もこの土層が確認され、落ち込みがかなりの範囲に広がっているものと思われます。  (畑本) 

吉身西遺跡131次調査 

市立図書館の南側において、宅地造成に伴う発掘調査を11月8日～30日まで実施しました。

試掘調査で検出した黒褐色粘砂土層を地表から約90cm下で確認し、この層を取除くと、砂利

層や砂層の地山が見つかりました。 

遺構は土坑2基と溝を検出しました。土坑は黒褐色粘砂土や同色で礫混じりの層で埋まってい

ました。溝は南壁から約3m北に伸び、幅約50cm、深さ約13cmを測ります。 

遺物は黒褐色粘砂土から高坏や甕などが出土し、土坑からは鉢が出土していますが、いずれ

も弥生時代後期の時期が考えられます。また、黒褐色粘砂土の直上の灰茶色粘砂層から土師器

や緑釉陶器など、平安時代の遺物が見つかっています。 

隣地の図書館（乙貞210号、211号-120次で報告）と宅地造成（乙貞231号で報告）の調

査の遺構面はこれほど深くないことや、もともと周囲 

より低いことを考えると、今回の調査地は窪地状の地 

形であったと思われます。         (畑本)  

 

調査区全景 

土坑出土土器 

窪地部分 

溝 

土坑 

吉身西遺跡131次調査 検出遺構平面図 

０              10ｍ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歴史入門講座第５講を10月16日(土)に開催しました。今回の講師は公益財団法人滋賀県文

化財保護協会調査課の福井知樹さんで、「古代東海道を発見!!栗東市高野遺跡の調査成果」をサブ

タイトルにし、ご自身が担当された古代東海道の発見をテーマに、古代の東海道を中心に講演し

ていただきました。 

この講演によって、東海道の歴史やその道筋など、大変多くのことを学ぶことができました。 

福井さん、ありがとうござました。 

 

トピックス topics トピックス topics トピックス topics トピックス topics 

令和３年度歴史入門講座第５講 

第５講「県下最大の流域面積を誇る野洲川周辺の遺跡」を開催しました！ 

｢ 琵琶湖と河川～流域にみる遺跡～ ｣  

化財保護協会調査課の福井知樹さんで、「古

代東海道を発見!!栗東市高野遺跡の調査成

果」をサブタイトルに、ご自身が担当された

古代東海道の発見を中心に講演していただ

きました。 

この講演によって、なじみの深い東海道の

古代の道筋や歴史など、大変多くのことを学

ぶことができました。 

福井さん、ありがとうございました。 

焰魔堂遺跡第3４次 

吉身西遺跡 

播磨田西遺跡 

調 査 位 置 図 

焰魔堂遺跡第35次調査 

11月10日より焰魔堂町字作田地先において宅地造

成に伴う発掘調査を開始いたしました。調査地は「えん

まどう公園」の西側で、新中山道に面する耕作地の約

450㎡となります。近辺では弥生時代～古墳時代の竪

穴建物や方形周溝墓、前方後方型周溝墓、方墳といった

墓域が築かれていることがわかっています。 

現在、方形周溝墓や溝、土坑などの検出遺構を調査し

ているところです。            （堀田） 

調査地 

調査位置図 

焰魔堂遺跡第35次 
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【後記】冒頭のタカの渡り、季節の移り変わりを敏感に感知した夏鳥は、列島から越冬地である東南ア

ジアに旅立っていきます。日本列島上空には、日本海寄りと太平洋沿岸の２通りの渡りのルートがあり

ますが、各地に生息していたタカがそのルートに次々と合流することによって、次第に大きな群れとな

り渡りの醍醐味を見せます。渡りのタイミングを判断することや、日本の上空の見えないルートを逸脱

せずに南下するタカに限らず、動物たちには、それぞれ自然界で生き抜くための潜在能力が備わってい

ることを再認識せざるを得ません。 

あまり歓迎されないカメムシ、当センターでは例年にも増して多く見受けられます。「カメムシが多く

発生する年は大雪になる」という伝承があります。越冬するために必要な予知能力を持った昆虫かもし

れません。もうすぐ本格的な冬の到来ですが、厳寒、大雪にならないことを祈るばかりです。（馬耳東風） 

 

これまでの乙貞や新着情報は、『歴史のまち守山』やFace Book からもご覧いただけます！ 

                                     

                       

                                        

←歴史のまち守山はコチラから 
http://moriyama-bunkazai.org 

守山市立埋蔵文化財センターFacebookページはコチラから▶ 
https://www.facebook.com/MaibunMoriyama/?ref=bookmarks  

 

令和 3年度秋季特別展 市制施行50周年記念 

｢発掘調査半世紀のあゆみ -昭和、平成の守山を沸かせた調査と発見-｣ 

   終了しました！ 

 
 

市制施行50周年の記念事業として開催し

ました令和3年度秋季特別展は、先月11月

28日(日)をもちまして終了しました。 

10月２日（土）からのおよそ2か月間の開

催期間中には、多くの皆さんの来館がありま

した。ありがとうござました。 

11月29日（月）～12月14日（火）の期間

は展示替えのため、臨時休館しています。  

▲展示見学風景 

 11月20日（土）午後2時から秋季講演会を

開催しました。テーマは「全国から見た守山の

遺跡 –下之郷王国・伊勢王国を楽しむ-」、講師

は、NPO法人歴史資源開発機構主席研究員と

して活躍されている大沼芳幸さんです。 

 守山を代表する弥生遺跡である下之郷遺跡

と伊勢遺跡を弥生時代史に位置付けて、それぞ

れが弥生社会発展の画期を象徴する遺跡とし

ての評価をストーリー仕立てで紹介していた

だきました。 

 大沼さん、ありがとうございました。 ▲秋季講演会開催風景 

秋 季 講 演 会 の開 催 

http://moriyama-bunkazai.org/
https://www.facebook.com/MaibunMoriyama/?ref=bookmarks

